
29：10 A 「倒立 3 秒ぐらい立とう」 
29：24 生徒 E の演技補助を行う。生徒 E が倒立

をしたタイミングで「1・2・3」と 3 秒数

え，回転に入るタイミングを伝える。 
29：34 生徒 F が撮影した生徒 E の倒立の瞬間を

撮った写真を見て，うれしそうな表情で拍

手をする。 
29：08 の生徒 E の倒立をした瞬間を撮ってほ

しいという要望に対して，29：10 で倒立を静止さ

せることに対するアドバイスを行っている。また

そのアドバイスを言葉で伝えるだけでなく，29：
24 にあるように実際に数えるなどして，生徒 E が

理解しやすいように工夫をしている。結果的に生

徒Eは倒立前転において大切なポイントである倒

立段階での静止をクリアした崩れの無い演技を行

った。29：34 段階における生徒 A の様子から，

支える視点からスポーツと関わり，生徒 E の演技

の成功またその成功を支えた自分自身に喜びを感

じ仲間そして自己を認める様子が読み取れた。 
c. 生徒 A 補助技能の変化 

37：49 「おっけいおっけい」と生徒 E の要請を受

け，倒立前転の補助に入る。その際に「3 秒

くらいね」と倒立を静止するアドバイスを

する。倒立の脚をキャッチするタイミング

が遅れたため，生徒 E の倒立前転は崩れた

ような演技となった。 
38：42 生徒 E の倒立前転の補助を行う。早い段階

で上がってきた脚をキャッチし，きれいな

静止からの回転ができた補助を行った。演

技が終わり最後のポーズをすると同時に

生徒 E とアイコンタクトをし，自信のある

様子でうんと頷く。 
37：49 にて，生徒 E の行う倒立前転の脚の振

り上げをキャッチするタイミングが遅れ，崩れて

いくような演技を招く補助となっていた。38：42
においては，生徒 E の行う倒立前転の脚の振り上

げを早い段階でキャッチし，きれいな静止からの

回転ができる補助を行った。その後の生徒 E との

アイコンタクトまた頷く様子からも仲間を支える

ことに自信を持ち，その楽しさを感じる生徒 A の

様子であると考える。 
d. 生徒Aが考えるスポーツの良さがわかる場面 

39：03 生徒 F が撮影した写真を見る。生徒 E が倒

立の瞬間にまっすぐと静止している姿と自

らがその補助をしている姿が写った写真を

「これよくない？」と指差し，「これ良いと思

うよ」と生徒 F に伝える。 

生徒 A は，スポーツをしている人と支えている

人が同時に写った写真を良いと認めていた。支え

合って他者と共に行うスポーツ活動に価値を見出

している様子であると考える。 

成果（○）と課題（●）

○これまで技能向上などを目的としてスポーツを

「する」視点に偏りがちであった体育授業にお

いて，静止画に特化したカメラマン活動という

スポーツとの多様な関わり方を実感できる手立

てを用いた。その結果，スポーツと「みる」・「支

える」視点で意欲的に関わる生徒の様子が見ら

れた。仲間の技能向上に自らがカメラマンとし

て関わり，仲間と共に行うスポーツの楽しさを

感じたことは，豊かなスポーツライフを実現し

ていくための素地の芽生えではないかと考える。 
●本実践の課題は、生徒の運動量（「する」活動）

について，カメラマン活動や補助活動，その他

教師の指示の多さから，授業内においてその確

保がなされなかった点である。体育授業におけ

る運動量の確保・安全性の確保，そして「スポ

ーツとの多様な関わりを実感できる活動」のバ

ランスをいかに取っていくかが授業また単元構

想の重要な視点あることがわかった。 
●今回の授業実践では，グループ内での活動や意

見交流，アドバイスなどが活発に行われていた。

しかし，全体での交流が不十分であったため，

授業の最終局面を自身との違いや仲間の良さ，

さらには自らの良さを感じられるような内容へ

と改善をしていく必要がある。 
●本実践において，スポーツ（器械運動）に対す

る豊かな関わりの姿が多様に現れていたことは，

一定の成果として挙げられる。今後、器械運動

等の個人種目の他、団体競技等（バレーやバス

ケットなど）の単元においても、スポーツに対

する多様な関わりが現れるような授業実践を行

い、その姿が生涯にわたってスポーツに関わっ

ていく素地として育成できたかについて検証を

行っていく必要がある。 
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研究の目的

主題の意味

「自分達の力で学級生活をよりよくしていこう

とする子供の育成」とは，学級生活向上に関する

問題を自分達で話合い，友達と協力して実践し，

楽しく豊かな学級生活を自発的，自治的に創り出

そうとする自治的能力が形成された子供を育てる

ということである。杉田（ ）は「自治的能力」

を多様な他者と折り合いをつけて集団決定するこ

とができる力，集団決定したことをそれぞれが役

割を果たしながら，協力して実現できる力だと述

べている。また脇田（ ）は「自発的・自治的

活動」を児童がよりよい学級や学校の生活を築く

ために自ら問題を発見し，合意形成をはかり，決

まった事を友達と協力して実践する活動だと述べ

ている。このことは，学級活動⑴の話し合い活動

（以下，学級会）そのものである。 
副主題の意味 

「学級活動⑴の集団思考の過程」とは，堀（ ）

が示した問題確認→情報収集→情報の構造化→集

団決定の過程に沿った話合いのことである（表１）。

また「集団思考の過程に照らした話合いと実践」

とは，児童が集団思考の過程に沿って話合い，話

合いで決まったことを友達と協力して実践するこ

とである。この時，集団思考の過程に沿った話合

いになるように，司会者の進行を支援する「司会

メモ」を活用する。この司会メモは両方に持たせ

る。そのことによって，司会者は「提案理由から

問題を確認→意見を出し合う→途中で出た意見を

整理→集団の意見をまとめる」といった過程をフ

ロア側に促すことができる。フロア側は，話合い

の流れや自分が司会者になった時の進め方が理解

できる。

表１ 集団思考の過程に照らした話合いの流れ
集団思考の過程 話合いの流れ

問題確認 明確な問題意識をもつために，提案理由を分析
し，議題（話合い）の目的を捉える。また，話合
いの柱から見通しをもつ。

情報収集 提案理由を意識しながら，集団で様々な考えを出
し合ったり，聞き合ったり，比べ合ったりする。

情報の構造化 話合いの途中で，出た意見を項目ごとに分けた
り，共通点をまとめたりする。

集団決定 まとめられた情報を基に，議題や提案理由と照ら
して全児童で結論を検討し，合意形成を図る。

本研究の目的と検証方法

本研究では，自分達の力で学級生活をよりよく

していこうとする子供の育成に向け集団思考の過

程に照らした話合いから決めたことの実践に着目

した学級会の指導の在り方を究明する。そのため

の検証方法としては，長谷川ら（ ）の「小学

校生活に関する調査」を参考に 項目 件法の

アンケートを作成し，話合い前，話合い後，実践

後の数値の変容と児童の具体的な姿を関連させな

がら研究の成果を見とっていく。

研究の計画

では「合意形成」に着目し，脇田（ ）の

プランニングシートと司会メモを用いた低学年の

学級会について研究した。学級会のねらいは，学

級生活の向上を目指して，自分たちで生活の問題

を見つけ，解決するために話合い，決めたことを

実践して，より良い生活をつくろうとする資質・

能力を形成することである。そこで， では以

下の計画を立てた（表２）。

表２ における研究計画
前期 先行研究 アンケート調査（ 回目），議題選定と学級会

の実践，アンケート調査（ 回目）
後期 学級会で決めたことの実践，アンケート調査（ 回目）

と実践の振り返り，研究のまとめ

研究の内容

議題と議題選定の理由 

学級活動⑴，自発的・自治的活動，自治的能力，集団思考の過程，学級会 キーワード：
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本学級の児童は， 年生の時のいじめや男女間

のトラブルなどを未解決のま

ま進級しており， 月のア

ンケートでは， 人が「さ

みしい」「仲良く話したい」

といった自分の気持ちを表記していた（図１）。

月になると「あの時みたいにはなりたくない」と

少しずつ過去の学級を振り返る児童が増えてきた。

そのため，図１の思いをしている人がいたことを

伝えると「自分達でさみしい思いをしている人を

人でも出したくないので，話し合いたい」とい

う声が上がったので，計画委員会が 月 日の帰

りの会で学級会の議題として提案し選定された。

学級会の内容と考察

表３ 学級会の概要 
授業日 年 月 日 対象者 第 学年 組 名
議題 みんなの心を１つにして，さらに良い 年 組にしよう。

提案理由 これまでたくさんのことを経験して，成長してきたからこそ
「さみしかった」「くるしかった」経験をみんなで振り返り，
クラスのまとまりを強くしたいから。

学級会の
流れ

柱① みんなの「さみしかった」「きつかった」時の気持ち
を出し合う。

柱② 学級をもっとよくするためにみんなで何をしたいか。

表３に示すように，柱１では，お互いの気持ち

を出し合うことで，自分だけでなく「みんなが苦

しかった」ことに気づき，「 年生ではさみしい気

持ちをなくしていきたい」とこれからの学級に目

を向けた話合いができた。柱 では，提案理由の

「クラスのまとまり」をみんなで協力することと

捉え話合いが進められた。初めは，自分自身がし

たいことに重きをおいた意見が多くあったが，司

会者が提案理由に立ち返り，まとめ方を促してい

くことで，「みんなへのメッセージをかきたい」「み

んなのことをもっと知りたい」「初めてのことをチ

ャレンジしたい」という意見が出され「大きな絵

をかく」に満場一致で決まった。脇田（ ）が

参観した の学級会のうち の学級が「集会

の手続き」を議題としていたが，本学級のように，

学級の人間関係に目を向けた議題こそが児童の切

実感のある問題だと考える。このように，過去の

人間関係上の問題を話合い，これからの学級がも

っとよくなるための取り組みをみんなで決めるこ

とができた児童たちには，よりよい生活を創造し

ようとする意識が醸成されてきたと考える。 
決まったことの実践と振り返り 

実践の概要は以下の通りである（表４）。 
表４ 実践の概要 

話合い後，実践を中心となって進めていく実行委員会を 人決める。
大きさ 模造紙を 枚貼り合わせる（ × ）

作成過程 １ 画用紙に自分の顔を描く。
２ 真ん中に担任の先生を描く。
３ 自分の顔の貼り方を朝の会に話合い，実行委員会が昼休

みに貼る。
４ 実行委員会の提案により，模造紙の余白に「何を描くの

か」学級会を行う。
５ ４で決まったことをもとに「学級目標を書く」「活動写真

を貼る」「全員でお世話になった先生を描く」の順で取り
かかる。

６ 完成式において，黄色の色紙には「自分の成長」，ピンク
の色紙には「感謝の気持ち」を書き，模造紙に貼る。

完成日 年 月 日

本実践の４では，大きな絵に取り組んでいく過

程で「余白に何を描くか」という疑問が生まれ学

級会が行われた。学級会では，大きな絵をかく目

的であるクラスのまとまりに向け，「学級の成長」

や「感謝の気持ち」を絵に取り入れていくことを

決め，５と６の実践をした。振り返りでは，「「大

きな絵をかく」活動を通して，さらに 年 組の

仲を深めることができましたか。」との問いでアン

ケートを行った。その結果，学級のまとまりにつ

ながる言葉が多く表記された（表５）。

表５ アンケートに書かれた言葉で多かったもの
子供の振り返りで
出てきた言葉

みんなが譲り合う，みんなで協力，心のこもった絵，
一緒に，支え合う，自分たちで，達成感， など

成果と課題

【成果】自分たちで問題を発見，話合い，決めた

ことを実践する過程を体現できたことで，図２の

「少し思う」と答えた児童の数値は変容し，自治

的能力が育成されたと考える。 

図２ アンケート結果の変容 
【課題】より子供たちの自治的能力を育てていく

ために，学級会の指導過程に応じた「適切な指

導」の在り方を究明していきたいと考える。 
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